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1.目 的

近年超高齢化社会を迎え、高齢者に関する種々の研究が進み高齢者に対する意識 も一層高まっ

て来ている。

高齢者が身心 ともに健康的な生活を送 り、"よ く生 きる"よ う心掛けることが望まれる。それ

にはバ ランスの取れた食生活 と適度な運動 による体力の維持、健康的な心の維持が必要である。

平成16・17年 に筆者らの行 った高齢者の生活意識調査1)2)に続 き今回は本学2006年 度生活科学

研究所公 開講座"豊 かな老いを考えるII"及 び岩槻市民講座参加者 ・デイサービス参加者の生活

実態 ・生活意識を知 り、同種 の研究3)～7)と比較 して差異があるか否かを知 り、併せて身体的 ・

精神的健康維持の両面から"豊 かな高齢者の生活"を 構築するための一助にしたいと考 え本調査

を行 った。

H.方 法

埼玉県東部地域(越 谷市、草加市、春 日部市、さいたま市、岩槻市、その他の市町村)在 住の
一般成人 を対象 とした前記公開講座 ・市民講座の受講生及び東京都下小平市のデイサービスの参

加者について生活実態、生活意識 をアンケー ト法により調査を行 った。質問紙は記述式(自 由記

述)に よるものを含み、講座終了後大半 を回収 し、他は郵送法によって回収 した。アンケー ト配

*い ずみ けいこ 文教大学名誉教授

**さ とう ひろみ 文教大学人間科学部

***な かばやし みどり 文教大学教育学部

83



布数は249で 回収率は42%で あった。この内今回は高齢者(65歳 以上)103名 で他 に中高年者43

名を含んでいる。統計学的にみれば少数のため他の調査 と比較 して論ずることはで きないが、こ

のような調査では100名 以上の回答者で自由記述が含 まれていれば検討に値するという説 もある

ので、今回はこれに従 って事例報告 として検討 した。

アンケー ト調査の項 目内容は次の2系 列 とした。(1)身 体的健康維持(食 生活 ・運動 ・日常生

活事象)(2)精 神的健康維持(生 活の満足度 ・老い ・死生観 ・哀楽の受容)

前回は"よ く生 きる"に 関連する感情体験 ・死生観についての心理面の質問項 目、 とくに自由

記述についてのみに視点 を置いて考察を進めたが、今回は上記2系 列の身心の健康維持を中心に

総合的に検討 した。

皿.結 果 ・考 察

田一【1】日常の食生活 ・運動 ・日常生活事象など"身 体的健康維持"に 関するもの

1.住 居形態 と共住者

住居形態については、厂一戸建て」高齢者男性:約70%、 女性:約60%、 「集合住宅」男女:

約25%で あった。高齢者の共住者については表1の とお りである。「1人暮 らし」「夫婦2人 暮 ら

し」厂配偶者のいない2人 暮らし」「配偶者を含めて3人 以上で暮 らす」「配偶者を含めないで3人

以上で暮 らす」に分類 しクロス集計の結果、女性高齢者に 「1人暮 らし」の割合は約20%で 、男

性高齢者、中高年者 と比較 して高かった。高齢者の男性は 「夫婦2人 暮 らし」の割合が高かった。

表1共 住者の内訳

1人暮らし 夫婦2人 夫婦以外2人 配偶者含3人 配偶者無3人 不明 人数

男性高齢者

女性高齢者

2

13

23

14

2

14

12

8

1

10

0

4

40

63

2.健 康状態

健康状態については、女性において 「あまり良 くない」が男性の約2倍 の割合である。女性高

齢者で 「良い」は男性高齢者の約半数の割合で、女性の方が健康について厳 しい見方をしている。

睡眠時間は、健康 に影響を及ぼす要因であるが、5時 間未満の人が男性高齢者(10%)、 女性高

齢者(23.8%)で 、女性の睡眠時間は男性 と比較 して睡眠時間が短い人が約25%も いる。男性

高齢者では約90%以 上5時 間以上睡眠をとる傾向がみられた。眠る時は自然に眠れるのが望 まし

いが、高齢者が割合は低いが 「薬に頼る」 ようになる傾向がみられた。昼寝については、高齢者

は 「時々」を含めると半数 を超 している。

3.社 会活動(自 由活動時間項目)

(1)文 化活動

文化活動については表2の とお りである。「短歌」「俳句」厂コーラス」「ピアノ」「絵画」「英会

話」「書道」「茶道」「華道」「その他」に分類 した。文化活動については 「その他」で各群 とも活

動 し文化活動は多岐にわたって参加 している。年代 とのクロス集計の結果、高齢者の70才 前後

の人が文化活動 を実施 してお り、活動種 目も複数3講 座以上を回答 している人が多 くいた。

(2)運 動活動

運動活動については表3の とお りである。「良 くする3点 」「時々する2点 」「あまりしない1点 」
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表2文 化活動 表3運 動活動

男性高齢者 女性高齢者 男性高齢者 女性高齢者

短歌

俳句

コーラス

ピアノ

絵画

英会話

書道

茶道

華道

その他

2.5

10.0

2.5

0.0

7.5

5.0

7.5

0.0

0.0

40.0

1.6

1.6

9.5

4.8

3.2

1.6

12.7

4.8

3.2

34.9

walking

体操

登山

球技

水泳

格技

ダンス

人数

人数

1.75

1.68

1.05

0.83

0.70

0.53

0.43

40

walking

体 操

登 山

水泳

球技

ダンス

格技

2.00

1.39

1.16

0.74

0.65

1

0.45

63

40 63

「しない0点 」で平均点を算出 した。種 目は 「ウオーキング」「体操」「水泳」「ダンス」「球技」

「格技」厂登山 ・ハイキング」に分類 した。運動の種類からみると 「良 くする」は 「ウオーキ ング」

「体操」「登山」の順である。男女とも高齢者 は、「良 くす る」「時々する」をあわせると運動 をし

ている割合が高 く、中高年者を上回っている。年代別とのクロス集計の結果では運動活動は男性

では 「時々する」 を含めて実施 している人は65歳 ～69歳 で多 く、女性では60歳 ～74歳 まで継続

している。

(3)ボ ランティア活動

ボランティア活動については、活動の経験が 「ある」人は男性高齢者で約50%、 女性高齢者

で約30%で あった。男性中高年者の割合が低か った。種類 については、厂その他」「外出介助」

「朗読」「話 し相手」「食事の世話」の順であった。

4.職 業経験

職業経験 については表4の とお りである。男性高齢者、女性高齢者、ともに経験あ りの割合が

顕著 に高い。職業の種類については、男性で会社員の割合が高い。女性では会社員の次にパー ト

の割合が高い。専業主婦は約10%で あった。

表4職 業経験

あり なし 会社員 銀行員 自営業 公務員 教員 専業主婦 パート その他

男 性 高 齢 者97.5%2。5%75.0%2.5%0.0%175%2。5%0.0%0.0%0.0%

女 性 高 齢 者88.9%7.9%38.1%0.0%95%14.3%14.3%11.1%22.2%9.5%

5.日 常生活活動項 目

(1)日 常生活活動

日常生活活動については表5の とお りである。項目は①外出②散歩③観劇④ 自転車⑤自動車⑥

買い物⑦食事用意⑧支払い⑨預貯金⑩書類 を書 く⑪新聞⑫ ラジオ⑬テレビ⑭人を尋ねる⑮家族 と

会話⑯見舞い⑰若い人に話 し掛 けるで、各行動はA:手 段的自立 ①～⑨、B:知 的能動性 ⑩

～⑬、C:社 会的役割 ⑭ ～⑰ に分類 した8)。 積極的に行動 した順位は50%以 上の項 目をあげ

ると男性高齢者は⑪新聞⑬ テレビ⑩書類 を書 く⑮家族 と会話⑧支払い⑨預貯金⑯見舞い①外出⑫
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表5日 常生活活動

男性高齢者 新聞 テレビ 書類書く 会話 支払い 預貯金 見舞い 外出

87.5%87.5%82.5%75.0%72.5%72.5%60.0%55.0

女性高齢者 書類書く テレビ 支払い 預貯金 新聞 食事用意 見舞い 自転車

79.4%79.4%77.8%74.6%68.3%66.7%52.4%49.2

男性高齢者 自転車 自動車 散歩 話し掛け 買い物 食事用意 観劇 尋ねる

47.5%35.0%32.5%27.5%22.5%17.5%10.0%10.0%

女性高齢者 ラジオ 外出 買い物 話し掛け 散歩 観劇 尋ねる 自動車

41.3%39.7%39.7%39.7%17.5%17.5%15.9% 6.3

ラジオ、女性高齢者は⑩書類を書 く⑬ テレビ⑧支払い⑨預貯金⑪新聞⑦食事用意⑯見舞いであっ

た。男女 とも高齢者で共通 していた項目は⑪新聞⑬テレビ⑩書類 を書 く⑧支払い⑨預貯金⑯見舞

いである。男性 と女性の比較で⑦食事用意が女性、⑤ 自動車に差がみられる。⑭人を尋ねる③観

劇 は男女 とも低い値であった。男女共通 した上位6項 目でA手 段的自立(9)は2項 目、B知 的能

動性(4)は3項 目、C社 会的役割(4)は1項 目である。

(2)日 常家庭の仕事

日常家庭の仕事は表6の とお りである。厂毎日する5点 」「良 くする方4点 」「普通3点 」「時々す

る2点 」「ほ とんどしない1点 」で平均点を算出 した。中央値以上の項 目は男性高齢者 「食事の し

た く」「洗濯」「買い物」、女性高齢者 「室内掃除」「買い物」「食事のした く」である。男女で共

通した項目は 「買い物」「食事の した く」であった。

6.食 生活調査項目

(1)食 事の摂取状況

食事の摂取状況 は表7の とお りである。食事の 「欠食」は健康 を阻害するだけでなく、生活時

間の不規則 さに影響 を与える要因の一つである。高齢者に 「欠食」をする傾向は認められない。

朝食摂食状況 と睡眠時間、飲酒と睡眠時間のクロスの結果、睡眠時間に食事や飲酒の摂取 に関し

て高齢者には影響は認め られない。

(2)食 事の調理

表6日 常の家事 表7摂 食状況(高 齢者 上段男性 下段女性)

日常家事 男性高齢者 女性高齢者 摂食状況 必ずとる たまに欠食 ほとんど 飲まない

室内掃除

食事 したく

庭掃除

洗濯

買い物

2.27

2.73

2.91

1.73

2.82

2.78

2.50

2.35

2.20

2.58

朝食

昼食

夕食

間食

飲酒

90.0

87.5

95.0

22.5

25.0

5.0

10.0

2.5

22.5

22.5

2.5

0.0

0.0

50.0

12.5%35.0

人数 40 63 朝食

昼食

夕食

間食

飲酒

87.3

82.5

92.1

33.3

6.3

6.3

9.5

1.6

31.7

7.9

0.0

1.6

0.0

23.8

15.9%55.6
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誰が調理 したものを食べているかについて表7の とお りである。女性は 「自分で調理 した食事」

をしてお り、男性は中高年者の昼食 を除いてr家 族が作 った食事」 をしている。年代別に朝食、

夕食は 「誰の調理で食 しているか」は、各年代 とも女性は 「自分で調理」を男性は 「家族が調理」

を選択 していた。昼食で男性高齢者は 「家族 が作った食事」50%、 「自分で調理 した食事」18%、

女性高齢者は 「自分で調理 した食事」50%、 「家族が作った食事」20%で あった。昼食で 「買っ

た物を自宅で食べる」、「外食」は朝食、夕食 と比較 して数%上 回っていた。

(3)主 食

主食については表8の とお りである。主食の種類で昼食について高齢者は 「麺」「ご飯」「パ ン」

の順である。中高年者では男性が 「ご飯」「パ ン」「麺」の順、女性 は 「ご飯」厂麺」「パ ン」の順

に摂食 し、年代間に相違が見 られた。朝食で高齢者は 「ご飯」「パ ン」の順で摂食 していた。

表8主 食の種類(高 齢者)

ご飯 パ ン 麺類 その他

朝 食65.0%35.0%0.0%0.0%

槿 昼食32.5%17.5%42.5%5.0%

夕 食77.5%10.0%2.5%10.0%

女

性 昼食41.3%

夕食96.8%

朝 食63.5%34.9%0.0%1.6%

34.9%50.8%11.1

1.6%4.8%6.3

(4)食 品の摂取状況

食品の摂取状況 については表9の とお りである。「よく食べる5点 」「食べる方4点 」「時々食べ

る3点 」厂あまり食べない1点 」で平均点を算出 した。食品の種類は主食、副菜、主菜、牛乳 ・乳

製品、果物嗜好品に分類 した。食品の摂取状況について、5点 満点の中央値(2.5点)を 下回った

食品は主食では男性は 「ラーメン」「うどん」「スパゲ ッティ」で女性では 「ご飯」「パ ン」嗜好

品では男性の 「ジュース」「炭酸飲料」である。その他、男性では 「紅茶」であった。男女 とも

高齢者は多様な食品を摂取 していることから食品のバ ランスをかな り考えていると推察される。

皿一【1】まとめ

豊かな高齢者の生活 を構築する要因には多 くのものが考えられるが、生活環境 を快適に過 ごす

環境的要因として住居、共住者、生理的生活時間的要因として睡眠 ・食生活、 自由活動的要因と

して文化活動 ・運動活動 ・ボランティア活動 ・日常生活活動が考えられる。高齢者 には拘束時間

がなくな り、生活時間を規則的、習慣化にするために、環境的要因、生理的生活時間的要因はも

ちろん、自由活動的要因である自分で自由時間の有意義な過ごし方を考えてい くことが大切であ

る。それらの要因を有効 に活用することで健康的で、精神的にも豊かな高齢者の生活を構築でき

る。今回の調査では、65歳 以上の高齢者(男 性40名 、女性63名)に ついての実態について次の

ようなことが明らかになった。

1)健 康状態 については、女性の方が健康に厳 しい見方をしている。睡眠時間は、健康 に影響 を

及 ぼす要因であるが、5時 間未満の人が男性高齢者(10%)女 性高齢者(23.8%)男 性 中高年者

(18.2%)女 性中高年者(25.8%)で 、女性の睡眠時間は男性 と比較 して短い。眠る時、女性高
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表9食 品の摂取状況

男性 女性 男性 女性

ご飯

パ ン

そば

ラーメン

うどん

スパゲツテイ

3.56

3.08

2.87

2.30

2.20

1.93

そ ば4.12

ラ ー メ ン3.51

う ど ん3.44

ス パ ゲ ッ テ ィ3.44

ご飯2.23

パ ン1.59

肉

きのこ

豆類

2.71

2.67

2.53

肉

いも類

魚

3.13

3.10

2.62

ヨ ー グ ル ト3.52

牛 乳3.18

チ ー ズ2.54

ヨ ー グ ル ト3.65

チ ー ズ2.73

牛 乳2.69

魚3.39

豆 腐 納 豆3.31

野 菜 煮 物3.18

野 菜 サ ラ ダ3.11

卵3.07

海 草3.04

野 菜 炒 め2.g2

い も 類2.90

きの こ4.26

豆 類4.17

豆 腐 納 豆4.05

野 菜 煮 物3.68

卵3.65

海 草3.59

野 菜 サ ラ ダ3.32

野 菜 炒 め3.27

果 物3.24

緑 茶3.28

コ ー ヒ ー2.76

紅 茶2.15

ジ ュ ー ス1.91

炭 酸 飲 料1.52

菓 子2.12

果 物4.05

緑 茶4.02

ジ ュ ー ス2.89

炭 酸 飲 料2.86

紅 茶2.76

コ ー ヒー2.63

菓 子2.63

齢者に 「薬 に頼 る」割合が高 く睡眠時間と関係があると推察できる。昼寝については、高齢者は

「時々」を含めると半数 を超 している。共住者 については、女性高齢者 に 「一人暮 し」の割合は

20.6%と 高い。高齢者の男性は 「夫婦2人 暮 らし」の割合が高い。職業経験 については、各年齢

群 とも経験あ りが多い。職業の種類については、女性 にパー トの割合が高い。

2)文 化活動の選択指定項 目は、短歌、俳句、コーラス、ピアノ、絵画、英会話、書道、茶道、

華道、その他である。 文化的活動 については、選択肢の項 目外 「その他」で各群 とも活動 してい

た。高齢者の方が文化的活動 を実施 してお り、活動種 目も複数み られる。運動活動の選択指定項

目はウオーキング、体操、水泳、ダンス、球技、格技、登山 ・ハイキングで、運動の種類からみ

ると 「良 くする運動的活動」はウオーキング、体操、登山の順で、男女 とも高齢者は、「良 く」

「時々」をあわせ ると運動をしている割合が高い。ボランティア活動についは、男性中高年者の

割合が低かった。種類については、その他,外 出介助、朗読、話 し相手、食事の世話の順である。

3)日 常生活の項目は男女共通 した上位6項 目でA手 段的自立(9)は2項 目、B知 的能動性(4)

は3項 目、C社 会的役割(4)は1項 目である。男女 とも高齢者で支払い、預貯金、書類を書 くに

積極的な回答の割合が高かった。 日常家事で中央値以上男女の共通 した項 目は 「買い物」「食事

の した く」 であった。高齢者が家庭の仕事か ら遠 ざかっている。

4)食 生活での 「欠食」は健康 を阻害するだけでなく、生活時間の不規則 さに影響 を与える要

因の一つであるといわれている。この調査では高齢者にそのような結果はみられなかった。睡眠

時間と朝食、睡眠時間と飲酒についてのクロス集計の結果、両者間には関係が見られないことか

ら、高齢者には影響 を及ぼしていない と考えられる。 どのような調理の食事 をしているかについ

て女性 は 「自分で調理 した食事」 をしてお り、男性は中高年者の昼食を除いて 「家族が作 った食

事」 をしている。年代別に朝食、昼食、夕食 は誰の調理で摂食 しているかでは各年代 とも女性は

「自分で調理」を、男性は 「家族が調理」 を選択 している。主食の種類については朝食 ・夕食は
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各年齢群 ともに、ご飯、パ ン、麺の順であった。朝食 ・夕食 にご飯の割合が高い。昼食は麺類の

割合が高い。食品の摂取状況では各年齢群 ともに多様な食品を摂取 していることから食品のバ ラ

ンスをかなり考えている結果 と考えられる。

皿一【2】哀楽の受容 ・死生観 ・老 い ・生活の満足度 など"精 神的健康維持"に 関するもの

1.こ れまでの人生で最も楽 しかったことについて(自 由記述のカテゴリー別分類)

高齢者(65歳 以上)103名 の回答は記述内容から次の9カ テゴリーに分類 した。カテゴリーご

とに分類 した自由記述の内容 を表10に 示す。

【家族】に関する記述40例1.夫 婦関係(14例)2.家 族関係(8例)3.子 どもの誕生(出 産)(9例)4孫 の誕生

(6例)5.子育て(3例)。 【旅行】に関する記述10例6.旅 行(夫 婦・新婚 ・友人 ・家族 ・海外)(10例)。 【社会

生活】に関する記述9例7.仕 事(4例)8.社 会活動(5例)9.【 その他】の記述4例

「これまでの人生で最 も楽 しかったこと」 は 「家族」 に関する記述が56%と 最 も多かった。

その他は 「旅行」に関する記述が14%「 社会生活」10%「 その他」5%の 順であった。特 に印象

的な共感が得 られる記述例 としては 厂夫婦関係」 における記述で 「主人 とめぐり会えたこと ・よ

き妻にめ ぐり会えたこと ・理解ある夫に出会えたこと ・配偶者 と出会えたこと ・良い女房 と出会

って幸福であったこと」など夫婦の出会いに関するもので、長年連れ添った強い絆 と愛情 に満ち

た記述が示されていた。また 「旅行」や 「仕事」においても楽 しい経験に基づいた ものや具体的

記述が認められた。「その他」はカテゴリーにあてはまらないもの、複数の項 目にわたる複合的

な記述内容であるもの等を含めた。「友人関係」の記述が皆無であったことの他 は、昨年の調査

結果 と同様の傾 向が認められた。

以上の結果、夫婦関係 ・子や孫の誕生 ・家族関係 ・旅行 ・社会活動 といった様々の人生の生活

場面や日常の生活事象 において平均的にバ ランスよくみとめ られた。"楽 しかった"感 情は、そ

の具体的記述例 からすべて喜び、嬉 しい、楽 しいといったプラス感情 に結びつ くものであり、精

神的な健康維持 をする上で非常 に重要な役割 を果たす ものとして見逃せない。"楽 しかった経験

や楽 しいと思うこのポジティブな感情は 「よく生 きる」ことの実践 に欠かせないエネルギー源 と

なるものであ り、今回の回答者(高 齢者)に おいても前回 と同様に種々の生活場面でプラス感情

を経験 し、積極的に 「よく生 き」「精神的な健康維持」 を図 りなが ら人生 を送 っていることが う

かがえる。

2.こ れまでの人生で最 も悲(哀)し かったことについて(自 由記述のカテゴリー別分類)

記述内容から次の8カ テゴリーに分類 した。カテゴリーごとに分類 した自由記述の内容を表11

に示す。

【死別】に関する記述53例1.配 偶者との死別(15例)2.両 親との死劉(17例)3.兄 弟姉妹との死別(7例)4.

友人、子、孫など身近な人の死別(5例)。5.死 別が重なるもの(9例)6.【 家族問題】に関する記述(5例)。

【病気】に関する記述(3例)。 【戦争・社会問題】に関する記述(4例)。 【その他】(3例)。

「これ までの人生で最 も悲(哀)し かったこと」は「両親 との死別」が25%、 厂配偶者 との死

別」22%と 高率 を示 し、「複合的 な死別(死 別が重なるもの)」 「兄弟姉妹 との死別」・「友人 ・

子 ・孫 など身近な人の死別」の順であった。 さらに表11に 見 られるように、4.厂 母親 との死別、

夫 との死別」「両親 と兄の死別」といったような複合的な記述内容のものが13%認 められ、それ ら

をすべて含めると、【死別】に関す る記述は78%と 大半を占めていた。【病気】【家族】【戦争 ・

社会問題】は少数例であった。
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表10こ れ までの"人 生で最も楽 しかったこと"に つ

いての自由記述カテゴリー分類

高齢者(65歳 以上)の 記述分類

家

族

1.夫 婦 関係
・配偶 者 と出会 えたこ と ・主人 とめ ぐり合 えたこ と

・理解有る夫 に出会 えて楽 しい 日々送 れた

・自分の家 を持 てた事 と平凡 な人生 を送れてい る事 に感謝 し

ている ・よき妻 にめ ぐり会 えた こと ・夫婦 で海外旅行
・妻 との結婚 ・主 人 と二人で旅行 したごと

・夫 婦関係、楽 しさ、子 育、生長(1,5)
・よい女房 と出会 って、幸福 であ ったこと
・愛する人 と結婚 で きた こと ・結婚 した時

・楽 しか った とい うよ りは嬉 しかった こと、反対だ った両親

が 「つれ合い」と一緒 になるこ とを許 して くれ たこと
・夫 と二人で旅行 した事が楽 しい思い 出になっている。(1,6)

2.家 族 関係
・子供が生 まれ た時 ・家族旅行

・家族全員(3名)揃 っての日々の暮 らし

・家族が元気で旅行 や運動 に楽 しんでいるこ と

・孫達 と皆で旅行 した時 ・家族で一 堂に逢 うこと

・姉が母親の よ うに気 にかけて くれたこ と

・30年 前 に な ります が、母親 の介 護 を永年 して きましたが、

年月が経 ちます と、振 り返 ってみて もあの頃が一番 楽 しか

った ように偲 ばれ ます(2,8)

3.子 供の誕生(出 産)
・40歳 で初子 に恵 まれた こと

・子供が誕生 したこ と ・子供が生 まれた時 ・子供の誕生

・長女が生 まれて、初めて 「ママ」 と呼ばれた とき
・育児期 間中(4人 の子供 に恵まれた こと)

・二人の子供、 孫が生 まれ たこと ・子 供に恵 まれた こと
・男の子二人 に続 いて、女の子が生 まれた こと

4.孫 の誕生
・孫 を見 られた こと(2 ,4)2件 ・孫の誕生2件
・初孫の誕生 、病院で助産婦 さんか らしっか り抱 いて くだ さ
い とい われたこ と

5.子 育 て
・子供の成長 ・子供の成長、孫 の成 長(2,3,4)
・初め て自分 の子供 を腕 に抱 きとった時か らの子育 て

旅

行

6.旅 行(夫 婦 ・新婚 ・友人 ・家族 ・海外)
・娘三人(独 身時代)と 旅行 したこ と ・夫婦で旅行 したこと

・旅行 ・旅行 をす る ・旅行 に行 ける こと(1 ,6)
・元気 で旅行 で きてい る、孫が 生 まれた こと(4 ,6)
・主人 と旅行 に行 くこと(1 ,2,3)・ 海外旅行
・車椅子 になる以前、老人会 で旅行 した こと
・父の務 めの関係上、植民 地での生活が長 かったので、其の

間女学校 の母校見学旅行 で始めて 日本 を訪 れた旅行(三 週

間)青 春 の思 い出です。

社
会
生
活

7.仕 事
・勤務校 での学芸会 ・ある事 で学生 日本一 になった とき

・営業 の仕事 で大 きなものが受注で きた時

・75歳 まで仕事 をさせ てもらった こと

8.社 会生活 ・活動
・社会 や人のため に役立 つこ とがで きた とき ・戦友 会

・紙芝居 のボラ ンティアで保育 園の子 ど も達の 「夢 中になっ

てみ る」顔 に接 しているこ と ・叙勲(平 成9年)
・太極 拳 は65歳 か ら始 めてみ て出来 る ようにな ると楽 し く、

そ して大 会な どに参加 で きる ことの若 さを戴 いてお ります。
・友人 とスキー に何年 も行 けた こと(67歳 まで滑 れた)(2 ,9)
・学生 の頃のス ポーツ(体 操 部)を 生かす こ とが で きた こと

そ
の
他

9.そ の他
・若 い時の苦労 の結 果、今 日が ある と常 に思 ってお り、現在
の細 々 とした境遇 が良いかな?(2β,4)
・退職 して 自分で購入 した新築の家 に入 れた時

・子供4人 産 んで、 どの子 も親孝行 です。(3 ,4,5)
・田舎 暮 らし ・子供 の頃の生活

表11こ れ までの"人 生で最も悲(哀)し かったこと"

についての自由記述カテゴリー分類

高齢者(65歳 以上)の 記述分類

死

別

1.配 偶者 との死別
・人 との別れ ・主人が亡 くなったこ と ・主人の死亡(1 ,2,3)
・夫 との死 別2件 ・夫 の死別 した時 ・夫 との死別(6 ,7)
・主 人の死(1 ,2,3,4)・ 主 人がな くなった時
・夫 が一昨年病気で亡 くなって しまいま した。

・最愛 の妻 を亡 くしたこと ・妻 の死亡(1 ,6)
・主 人(54歳)娘 長女(44歳)と 死別 した事

・愛 して くれて優 しか った夫 がこの世 にい な くなって しまっ

た事 。 ・良 き人生の伴侶 の妻 を亡 くしたこ と
・主 人が43歳 で亡 くな り3人 の子 供 を残 し私 一人 で育 てた。

今 は息子夫婦 と老後 を楽 しく過 している。

2.両 親 との死別
・母 の死3件 ・父母 の死2件 ・父 との死別、50年 前
・両 親 との死別3件 ・親 との死別 ・親が死 んだ時

・両親の死別ですが特 に母 の死 が一番 悲 しか った

・長 く父 と生 きて、父が亡 くなった時

・親の老後 を存分 にみ られなかった こと

・就 職 して離れ て生活 していたのであ ま り親孝行 がで きなか

った ・母親の死(85歳 の成得 なれ ど死別は哀 しい)
・私が18歳 の1月4日 に母の死 に会い ました。

3.兄 弟姉妹 との死別
・兄弟 との死別 ・弟 の死 ・末妹 が病死 したこと

・自然の流 れの中に人生 を送 って来 た。特 に言えば、姉妹が

自分の子供成長途 上で死亡 し、そ の時 の子供 の悲 しさを目

に した時
・兄姉妹 を亡 くしたこ と ・兄が亡 くなったこと

4.友 人、子 、孫 など身近 な人の死別
・信頼 していた友 人が亡 くなった こと ・身近 な人 の死 別

・息子(長 男五歳 の時)の 事故死 ・最初 の子 の流 産

・婿 を若 くして亡 くした こと

5.複 合的 な死別(死 別が重なる もの)
・両親 と兄 の死別(2 ,3)・ 母親 と弟、妹 との死別(2,3)
・両親や友 人 との死 別(2 ,4)・ 人が死ぬ こと(2,6,7)
・配偶者 の死 どち らともい えない(1 ,2)
・長兄次 兄が早 く死 んだ事。長 兄S36年 次兄S37年 没。長 兄

は学徒動員 で帰 って きてか ら働け なか った(3,6)
・1つ に しぼ る こ とが で きな い 。 順 位 をつ け られ な い 。

(3,5,6,7)・ 娘 、夫 を亡 くした事(1,2,3,4)
・母親 との死 別、夫 との死別(1,2)

家
族
問
題

6.家 族間題
・息子 の家庭 の不和 ・子供 にうらぎ られたこ と

・子供 を両 親の揃 った家庭生活 の中で育 て られなか った。

・父が 二度 目の母 を軽蔑す る言動 に出た時

病気

7.病 気
・長男 の嫁 さんの病気。今 は、少 しつつ普通 になって来て い

る(6,7)・ 一人で歩けな くなった事
・脳梗 塞で身体の 自由が きか な くなった

・68歳 で脳 出血にな り、左マ ヒになったこ と。

社
会
問
題

8.戦 争 ・社会問題
・戦後 の生活(2 ,6)
・日本 の敗戦 ・敗戦

・終 戦前の東京空爆 の経験。多 くの死者 に直面 した。

そ
の
他

9.そ の他
・私 は26歳 ～28歳 頃 か ら生活 のため に娘 を背負 って、北 の

青森 市内 にて行商 を しなが らわずか な売 り上げで生活 しま

した。(旅 先)人 生の悲 しみを感 じた ら娘 のため に生 きま し

た。 ・貧乏で苦 しかった時
・結 婚 して5年 目に生 まれた大切 な長 男が、大 学紛争で殴 ら

れ左 半身麻痺 になった時。髪 は一ぺんで 白髪 とな りま した。

※O内 数値は表記した分類項目の選択による
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両親の死別については、「母 との死別」「父 との死別」と明記 した具体例が多 く示され、「母親の

死 について「85歳の成得なれ ど死別 は悲 しい」「特に母の死が一番悲 しかった」「長 く父 と生 きて、

父が亡 くなった時」など人生で最 も悲しい状況が伝 わるものが多数認められた。 また配偶者を失

った悲 しみは「最愛の妻 を亡 くしたこと」「良き人生の伴侶の妻を亡 くしたこと」など慈 しみととも

に深い悲 しみの記述例が示 されていた。また少数例ではあるが、「終戦前の東京空爆 の経験。多

くの死者に直面 した」「日本の敗戦」「戦後の生活」など戦争に関わる記述は半世紀 を経 た現在で も

深 く悲しみの感情 として刻み込 まれている ものとして見逃せない事実である。

精神的健康維持 においては大 きな負担 とならないよう自他両面か らのス トレスのコントロール

をしなが ら受容 し、上手に付 きあって行 く工夫が必要であると思われる。

3.今 現在、楽 しいと思っていること3つ について(記 述内容のカテゴリー別分類)

記述 内容か ら次の13カ テゴリーに分類 した。 さらにそれ らは「社会活動(文 化 ・運動的活

動)」・厂社会活動(ボ ランティア)」を 【社会活動】に関する記述、「夫婦関係」・厂家族関係」・「子

育て」を 【家族】に関す る記述 とした。3つ の合計数72例 についてカテゴリーごとに分類 した。

(結果皿一【1】文化 ・運動的活動 と関連 してお り、記述詳細は重複するもの も多かったので表 は省

略する。)

【趣味】に関する記述12例1趣 味(12例)【 社会活動】に関する記述3例2.社 会活動(文化 ・運動的活動)

(2例)、社会活動(ボ ランティア)(1例)。 【友人関係】関する記述 無し4.友 人関係(0)【 家族】に関する

記述13例5.夫 婦関係(5例)6.家 族関係(6例)7.子 育て(2例)。 【仕事】に関する記述1例8.仕 事。【健

康でいること】に関する記述13例 、健康でいること。【旅行】に関する記述8例10.旅 行(8)。 【好きな時

間を持てること・自由】に関する記述5例11.好 きな時間を持てること・自由。【食事 ・食事会】に関する記

述5例12.食 事 ・食事会(5例)。13.【その他】12例。

現在楽 しいと思っていること3つ の記述内容をみると、「健康でいること」「趣味」「その他」がほ

ぼ同率の17%、 家族関連 も夫婦関係 ・家族関係 ・子育を合計すると同様であった。前回調査で

高率を示 した旅行 については今回は少なかった。

ここでは前述の「これまでの人生で最も楽 しかったこと」の記述内容とは全 く異なり、趣味や文

化活動にみられるように日常生活 における実際例が多 く記述されていた。謡曲 ・水墨画 ・能楽鑑

賞から気功 ・太極拳といった幅広い趣味の範囲も高齢者の志向が示 され、高齢者好みの落ち着い

た伝統的なものとなっている。 とくに家族関係においては孫 との生活についての記述が示されて

いる。全般に日常の生活活動 ・生活事象に基づいたこれらの具体例はいずれも積極的に生涯"よ

く生 きる"た め、精神的な健康 を維持 して行 くためにも大切なものである。豊かな老後をよ く生

きるための手段や方法として、積極的に社会活動 に参加することや楽 しい趣味 を持つことは大切

であるといわれてお り、それらについての研究 も近年数多 く発表6)9)さ れている。そ してそれ

らから得 られる楽 しい感情は前回報告2)で 述べた通 りプラス感清の源に結びつ くので大切であ

るといえよう。

4.今現在悲(哀)し いと思っていること3つ について(記 述内容のカテゴリー別分類)

前項 と同様 に記述内容か ら次の10カ テゴリーに分類 した。 さらにそれ らは「病気(自 分 自身)」 ・

「家族 ・身近 な人の病気」を 【病気】、「夫婦 関係」・「家族関係」・「子供の問題」・「孤独感 ・疎外

感」を 【家族問題】、「戦争 ・テロ」・「社会問題」を 【社会問題】 とした(表12)。

【死別】に関する記述19例1.死 別(19)。 【病気】に関する記述10例2.自 分自身(6例)3.家 族 ・身近な

人(4例)。 【家族問題】に関する記述12例4.家 族の問題(4例)5.子 供の問題(5例)6.孤 独感 ・疎外感(3
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例)。【社会問題】に関する記述39例7.戦 争 ・テロ(6例)8.社 会問題(33例)。 【老化現象】に関する記述

25例9.老化現象10.【その他】20例

現在悲(哀)し い と思 っていること3つ の記述内容 をみると、カテゴリーのうち最 も高率 を示

したのは「社会問題」の26%で あ り例数 も39例 と多数例が示された。次いで「老化現象」が20%で

25例 と多 く、「その他」16%、 「死別」15%、 「家族」10%の 順であった。他は少数例である。社会

問題の記述例は「児童虐待 ・反社会的犯罪の増加 ・振込め詐欺」「尊族の殺人 ・時代についていけ

ない」「親が子供を殺 したり、子が親を殺 した りする」「事故 ・事件 ・窃盗事件が多い ・親子の殺人

何故?」 など児童虐待や親 ・子殺人など最近の事件に関するもの、また「生活の格差 ・靖国神社の

問題」厂拉致問題 ・北朝鮮の行動 ・世界の混乱」「世界情勢が不安定なこと ・物質欲 ばか りの事」な

表12今 現在、悲(哀)し いと思、っていることについての自由記述カテゴリー分類

高齢 者(65歳 以上)の 記述分類(103名)

1.死 別 8.社 会問題
・弟 の死別 ・年齢差 のある実弟の死 ・愛す る人 の死 ・児童虐待 ・反社会 的犯罪 の増加 ・振 り込 め詐欺

・妹 を亡 くした こと ・兄 が亡 くなった事 ・義弟 の死 ・若者の道徳心 に欠如 ・青 少年のモ ラルの欠如

死
別

・死亡 ・肉親の死去 ・は らか らの死 ・親族 ・友 人の死

・同世代 の人 との別 れ(死)・ 身近 な人が亡 くなった とき

・夫がこの世 にい な くなった事。話が したい。

・年金が少 な く、税金等が 高い こと
・若者のニ ー ト ・ニュース(非)

・社会の秩序 の乱 れ、あま りに も命 を軽 んず る
・長男が私 より先 に死 亡 した事 ・若者 による親殺 し ・若 い人達の子育 てにつ いて

・父の死別 ・知人 の死 去 ・知人 ・友人の死亡 ・世界情勢が不安定 なこ と ・物質欲ばか りの事

・女学校 か らの友人 が一人二人 とい な くなること。
社
・拉致問題 ・北朝鮮 の行動 ・世界の混乱 ・生活 の格差

病
気

2.病 気(自 分 自身)
・健康 の頃45キ ロで したが、今 は35キ ロ(14年 前 早期 胃

がん)の ため頑 張 ってい ます 。前 向 きにい きてい きます
・右足の膝が 型性 関節症 とな り歩行がや や困難

・マ ヒで体 が動か ない こと ・ガン治療

・持病の悪化 ・病気(2)・ 病気 が進行 してい ること

・緑内障 とな り書物 が充分 よめ ない こ と

会
問
題

・靖国神社 の問題 ・100年 後の 日本が どうなるか心配です。

・税金そ の他 の公費 があがって、生活が苦 しい。
・親が子供 を殺 した り、子 が親 を殺 した りす る事

・事故 ・事件 ・窃盗事件 が多い ・親子 の殺 人何故?

・火事が多 く、焼死者 が多い こと ・子供 の犠牲 が多 くある事
・政治、教育 の貧 困 ・年金の減額
・尊族 の殺 人 ・時代 についてい けない

・頭 に熱湯 をかける若い夫婦 にもっと厳 しい法 的措 置 を訴 えた

3.家 族 ・身近な人 の病 気 ・命 を大切 に して ほ しい。 ・お金 の為 の犯罪 がない世 の 中に したいで
・母が寝た き りで10年 にな り子供の顔が わか らな くなっ

すね。
てい るこ と。 ・母 の入 院 ・妻の病気 ・妻が病気 であ る ・今の世 の中、日本 中は余 りにも親子 の殺 人のニュースがた えない事

こと ・主人が脳梗 塞で治療 してる事
・義兄の病気。現在 透析 してい る。
・パー トナーが ガ ンを患 ってい るこ と

9.老 化現象
・体の一部 が少 しつ つ不 自由 になってい くこ と ・年 をとること

4.家 族 の問題
・息子 にうらぎ られた こと ・孫が精神 的に弱い

・家族 との会話 がない ・子供達 と共 同生活 が出来ない
老

・年 にはかてず、年令 と共 に体力が お とろえてい く事

・体力が な くなって くる ・体力 のお とろえ

・智力 の低 下 ・身体 のお とろえ ・聴力 の低 下 ・気力が な くなる

・記憶力が衰 える ・体 力不足 ・物忘 れ ・思考力がな くなったこ と

5、 子供 の問題 化 ・思 うように歩けない ・体が 自由に動 かない ・歩行の不 自由

家

・息子の家庭 の不和

・息子が独 身 ・息子 の 問題(一 緒 に生活 していない ので
現象・目等体 が不 自由 になる ・右手が動 かない ・尿漏れ

・足が弱 って自由 に動 けない ・思 うように体が動か ない

族 外食が多く) ・ゴルフ ・車の運転 ・ゴル フが 出来な くなった こと

問
題

・健康が心配(な かなか病 院にいかない)

・娘が しっか り立 ち直れ ていない
・昔 はこんなこ とは、楽チ ンだったのに と思 うことが多 くなった
・徐 々に体 力 も落ちて きて、 出来 ないこ とが多 くなってきたこ と

・娘の精神的病気 で通院 してるこ と ・写真 をみ る と、 ど こが違 って こ うな ったんだ ろ うと老 いの現 実 に唖
・息子 にス テキな相手がみつ か らない

然とする

6.孤 独感 ・疎外 感 10.そ の他
・ひと りでの生 活 ・一人で いる時 ・生活 が一杯 ・肥満か らダ ッシュツ出来ない ・愛情 の欠如

・話の輪 に入 っていけ ない ・夫 の介護に追われ ていて友 人に手 を貸 してあげ られない

友 人が殻に こもって一人 で苦 しんでい る。足が弱 いこ と

社
会
問
題

7.戦 争 ・テ ロ
・世界の 中のどこかでいつ も戦争がある事

・他国の戦争 ど うにか な くな らないのか?

・戦争ニ ュースを知 る時

・戦争(イ ラク、 レバ ノン、北 朝鮮 な ど)
・世界が本 当の平和 になってほ しい。戦争の ない世界 に

・いつ まで も戦争 が な くな らない事、子供 達が餓 えてい

ること

そ
の
他

:私 の黥 髄 い親 孝行がで きなかった こと。

・体 が動 かな くて、周囲 にメ イワ クがか か るこ と ・外 出が 出来ない ・

主人 の食欲 の減退 ・人 間関係 のいがみ合い
・去年 まで行けた旅行 など、金 銭的 に行 けな くなったこ と。
・毎 日 を有 意義 に過 して い る の で悲 しい と思 った こ とは あ りませ

ん。 ・旅が出来 ない ・旅行 に行 けない
・別離 ・庭の手入れ ・妹弟 に不 幸があ る

・自分 さえ よけれ ば良いとい う人が多い事
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どの国内外の問題。 また「若者の道徳心に欠如 ・青少年のモラルの欠如」「若者による親を殺す ・

若い人達の子育て」の若者への意見関連の もの、さらに戦争 ・テロについては厂戦争(イ ラク、 レ

バノン、北朝鮮など)」「いつまでも戦争がなくならない事、子供達が餓えていること」「他国の戦

争 どうにかな くならないのか?」 など深刻な問題意識が伝わってくる記述内容が多数例認め られ

た。ついで老化現象の記述例 について も「体の一部が少 しつつ不 自由になってい くこと ・年をと

ること」「・記憶力が衰える ・体力不足 ・物忘れ ・思考力がなくなったこと」「・ゴル フ ・車の運

転 ・ゴルフが出来なくなったこと」などの身心の衰えに対する ものや、今まで出来たことが出来

なくなってい く悲 しさや もどかしさが伝わるものなど貴重な実際例が示されていた。また「死別」

「病気」の記述例は前述の「最 も悲 しかったこと」の記述例 と同様 に深い悲 しみや深刻な状況の内容

であった。また「その他」は多 くが複合的な内容で今回カテゴリーには分類が難 しかったものを含

んでいる。

今現在悲 しいと思っていることについては、戦争やテロを含む国内外の社会問題 ・老化現象に

ついての記述例が多 く、今回回答者である高齢者 においてはそれらの社会問題 に対する問題意識

の高 さが顕著に示 されたが、一方では現実的な身心の老化現象 という状況や不安も抱えていると

い うことが認められた。

5.生 きることについて(自 由記述のカテゴリー別分類)

自由記述の内容は泉報告Dの7カ テゴリーに準 じて分類 した。

A【 生 きることは大変である】、B【 現状に満足 ・感謝】、C【 毎 日を大切 に ・自然 にまかせ る1、

D【 人生に希望 ・目標をもつ】、E【 周 りに迷惑 をかけた くない】、F【 あま り考えていない】、G

【その他】(表13)

生 きることについての自由記述で最 も多かったのはD【 人生に希望 ・目標 をもつ】関連(22%)

であった。次いでB【 現状に満足 ・感謝】関連(10%)、A【 生 きることは大変である】【周 りに

迷惑 をかけたくない】関連の ものがほぼ同率の9%で 示 された。G【 その他】(11%)は 分類 に

あてはまらない記述である(表13)。3割 の無記入があったが 自由記述の場合は予想 される結果

であり、記述された7割 の貴重な実際例 をもとに考察 した。各 カテゴリーの中で印象的な記述例

としては、(以 下カテゴリー名をAと 略記)D関 連では「自分の夢や目標 に向かって、努力 を続け

ること。 また人 との出会いの喜び、何かをこの世の中に残す こと」 ・「生 も死 も本来自ら選択の

で きない もの。従 って、生 きている間はそれにベス トをつ くして 「生 きる」 ことに全力投球する

こと」・「毎 日を自分 なりに努力 し、充分 に生 きること。何事 にも挑戦する力を失わないこと」・

「廻 りの人々と 「かかわって」生活する事、生 きる事 を 「まじめ」 に考えない若い人が多い、都

内での終戦時を知らない人々が国を動か しているのを見て戦争は生 と死についてその人達 に考え

てもらいたい」「残された時間を何を成すべ きか、何が出来るかと考える。存在 と意味を思考 しつ

つ、毎日を過 ごしています。」「自分 を見失 うことのない様、努力 して、学ぶ心を忘れない努力 を

したい。残 りの人生、最後の1分 で も輝いて過 ごしたい」これらは積極的によく生 きている具体

例であ り、まさに人生に希望や目標 を持ち、周 りとも関わ りなが ら日々意欲的に生 きていること

の実際例である。またB関 連では「私達の時代 は人生50年 と言われてきました。それが80年 近 く

生 きている寿命、まだでしようか、これからは毎日感謝の気持ちでそして世の中、社会のために

つ くしたいと考えてお ります。生 きることの楽しみ も含めて」「命は尊いものである。この世に生

を受けた ことに感謝 し、精一杯生 きて行 きたいと思っている」「現在数種類の病気を治療 しなが ら

通院する もこのように生かされていることに感謝するのみ」生 きていること生か されていること
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表13「 生 きることについてどのように考えますか」についての自由記述内容(カ テゴリー分類)

高齢者(65歳 以上)の 記述内容

1:A生 きることは大変 である
・家族 のために夢 中で走 って来 た感 じ。次の世代 にバ トンタ ッチす る役 目が どうや ら完了 したか な… … と。
・自分 との闘いである。 ・死ぬ ために生 きてい る。 ・よ く言 われる 「生はスベテ」であ る」

・い くら不 自由で も自死 はで きないので、生 きるしか ない(自 然死す るまでは)で あ るか ら少 しで も向上す る生 き方 を希望 に努 力 し

たい。ガ ンバ りた くはない ・人生 を全 うする事 ・命があ る限 り、生 きてゆ く。 ・つ らい こと
・生 きるこ とも大 変 と言 っている。 ・生 きてい ることはつ らい(0,7)

2,B現 状 に満足 ・感謝

・健康 で元 気でい る方 ・感謝 の心 ・楽 しい と思い ます。皆 の成長 が楽 しい。

・命 は尊い ものであ る。 この世 に生を受けたい ことに感謝 し、精一杯 生 きて行 きたい と思 っている。

・毎朝起 きた とき、今 日も1日 生 きて行け る、感謝 の気持 。妻 ・子 供たち、隣人等 に感謝 の気持 を忘れず にしている。

・現在 数種 類の病気 を治療 しなが ら通 院する もこのように生か されている ことに感謝す るのみ。

・人 には寿 命があ るので生 ある間は楽 しく、家族 に気 をつか いたい と思い ます。
・両親 及び周囲の人々 に感謝す る。五体満足 にして、余 り人 の世話 にな らず に余生 を過 ご したい。(1,4)
・神様か ら頂いた命 を大切 に、世の移 り変わ りを見る幸 と、少 しで も皆 さんに迷惑 を掛けないで済む様 に心掛 けてい ます(1,5)。
・私達 の時代 は人 生50年 と言 われて きま した。そ れが80年 近 く生 きてい る寿命 まだで しよ うか、 これ か らは毎 日感 謝の気持 ちでそ

して世の中、社 会の ため につ くしたい と考 えてお ります。生 きるこ との楽 しみ も含め て。(1,3,5)

3.C今 を大切 に ・自然 にまかせる

・毎 日を楽 しく前向 きに考 えて行 動する。 ・健康 で1日1日 を大切 に過 ご してい く事

・元気 で死 を向か えるまで明る く、楽 し く生 きたい。死 については、パ ッタリコロリを祈 っています。

・誰 で も生あ る間 は、健 康で あ りたい と願い、 それな りに生 き方 と自分 の体 ・気か ら必 ず訪ずれ る寿命 を 自然 に受 け入 れている と思

います。 ・自分で 出来 る うち生 きる喜び を感 じる。皆 とお話 が出来、体が元気 な時

・今 日までの人生 は幸せ の人生だ った と思 う。 これか らも1日1日 を精一杯生 きて 自分 に出来る事 を してい きたい 。いつ死が 訪れて

も後悔 のない ように。 ・終着 駅間近い ことを自覚 し、今 とい う時を大切 に生 きる 『璽今(じ こん)』 を常 に念頭 に置 く。

4.D人 生に希望 ・目標 をもつ

・残 された時間を何 を成すべ きか、何 が出来 るか と考 える。 ・存在 と意味 を思考 しつつ、毎 日をす ごしてい ます 。

・自分 を見失 うこ との ない様 、努 力 して、学ぶ心 を忘 れない努力 を したい。残 りの人生 、最後 の一部分で も輝い てす ご したい。

・生死 は 自分 自身で は決 め られない事。授か った命 を大切 に生 きたい。

・健康 で 自分の身の まわ りの ことは 自分で出来 ることがすなわち生 きる ことで はないか と思 い ます。

・せ っか く頂いた命 、子育て を終 えた今、再 び自分 を中心 に考 えられるチ ャンス、 自分 がイキ イキ生 きる ことが回 りに もプ ラス とな

るこ とを信 じてい る。 ・生 きた証 を残 し、後生 に伝 えられる もの を作 る。

・まず健康 に気 をつ け、知識 や情 報 を身 につ けて若 い人に負担 をなるべ くかか らないように頑張って毎 日の生活 を してい きたい。
・自分の夢や 目標 に向かって、努力 を続 けること。又 人 との出会いの喜 こび、何 かをこの世の中 に残す ご.と。
・健康 で働 きなが ら自分 の趣 味 を持 ちなが ら終 りたい。 ・若 くあ りたい。 もっと勉 強 したい。

・毎 日を自分な りに努力 し、充分 に生 きるこ と。何事 に も挑 戦す る力 を失わ ないこ と。

・生 も死 も本来 自ら選択 ので きない もの。従 って、生 きている間はそれ にベス トをつ くして 「生 きる」 ことに全力投 球する こと。

・廻 りの人 々と 「かかわ って」生 活する事。生 きる事 を 「まじめ」 に考 えない若 い人が多い。都 内での終戦時 を知 らない人々が 国を

動か してい るの を見 て戦争は生 と死 につい てその人達 に考 えて もらいたい。

・後の人生 を有意義 に自分 な りに楽 し く生 きたい。 ・誠実にあ りの ままにをモ ッ トーに

・只今90歳 ですが健康 に恵 まれ、お友達 にも恵 まれ、この状態 で百歳 を目標 に生 きたい と思ってお ります。

・(出 会い と別 れ)生 も死 も与え られた期 間。両親、夫の介護 をさせ て貰い恩返 しで きた と思 っている。助 けてあげ られ る方が有 れ

ば手 を借 し、私 自身は花 火の ごと く散 りたい。 とにか く元気 で囲 りを明 る くしたい。後ろ を向か ないで前 を向こ う。(3,5)
・自分のや りたい ことをする。人の ために役立 つこ とがで きる こと。(3,5)
・自分が 自分 ら しさを保 ち続 ける ことが 出来 る ように衰 えつつ ある能力の 中で、まだ残 ってい る ものをつか って もっ と弱 っている人

達 に何か を与 えたい。(3,5)・ 働 ければ こんなに よい ことはない。働 く喜 びが生 きる喜 びで ある。
・体の丈夫 なうちは人に役 立 って生 きていたい。 自分の興味 をいつ まで も持 ち続 けたい。(3 ,4)
・生 について は素晴 しい事 だ と思 う。但 し健康体 で家族に貢献で きる、社会福祉 に貢献で きる事 を誇 りに思 う。(3,4)

5.E周 りに迷惑 をかけた くない
・自分の ことは自分 で したい ・病気 で長患 い した くないです。 ボケた くもないです。 ・周 囲の役 に立 ちたい

・ボケず に、寝 た きりにな らない で、天寿 を全 うする こと(3 ,5)・ 社会 に何 らかの貢献。人 に喜 ばれ る事
・生 きるこ とは、生 き者 に与 え られ た使命 だ と思い ます。 良い大 人 にな る為 に学び、良い家族 を持 ち、世 の中のため になる子 を育て、

世の 中に返 し、生 ある限 り、楽 し く働 く。子育 てが終 わった ら、親の無い子 を助 ける。(あ しなが さんの様 に)生 きるの に必 要な

もの はい らない 。後 の人の ため にも地球大切 に したい。
・世の 中のため人のた めになる事 を少 しで も実行す る。友人 を大 切 にす る。 人は生 きた様 に しか死ねない ので人に迷惑 をかけず少 し

で も出来 る事 は自分 でする。

6.fあ まり考 えていない
・真剣 に考 えたこ とがない。 ・余 り考 いない、 自然だ と思 うか ら。

7.Gそ の他
・自分 にあたえられた命は大切 に しない と ・自分の意思や判断が持 てる こと。それ に したが って行動 で きること。

・健康で長生 きしたい(90歳 まで は現状 のま まで)と 思 ってい ます。 ・難 しい ・自然死 を望 む
・リハ ビリ中大変 です。 とつぜ んの病気 脳 梗塞

・死 は自然 である。生 きることのみを考えて生 きること。 ・周 囲の人達 と平和 に暮 らす こ と
・世代交替 ・死 について は書 けませ ん ・その人その人 によって色 々ちが うので一がい には何 も言 うことは出来 ない
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への感謝、現状への日々の感謝の記述。A関 連は「家族のために夢 中で走って来た感 じ。次の世

代にバ トンタッチする役目が どうやら完了 したかな ・・と」「命がある限 り、生きてゆく。」「自分

との闘いである。死ぬために生 きている」「人生を全 うする事」 以上はいずれも"生 きること"

に対する捉え方の実際例である。具体的で非常に重みのあるものであり、人生の年輪 を重ねた高

齢者ゆえの貴重な記述であるとともに、次の世代への提言 としても注視すべ きものであると思わ

れる。

6.死 に対 して(1.特 に考 えていない、2.やや不安、3.不安、4.その他につての自由記述)

回答は1.特 に考えていない、2.やや不安、3.不安、4.その他か らの選択である。「特に考 えてい

ない」が41%と 最 も多 く、「やや不安」26%、 「その他」16%、 「不安」5%の 順 であった。「やや不

安」と「不安」をまとめて不安 と考えると41%と な り、「特に考 えていない」と答 えた人 と同率 とな

る。従ってここでは死に対 して不安、やや不安 と思っている人と特に考えていない人がほぼ同率

の4割 が示された(表14)。

また死 に対 してやや不安 ・不安を選択 した記述例のうち代表的 ・印象的なものとしては「死は

仕方 ないが準備が出来ていないので不安。」「死 を意識 した時それを受け入れ られるか不安 で

す。」「未知の世界だから、自分が どんな形で死 に向かうのかわからない。思いと現実は異なると

思うので。」など死の受容に関わる戸惑いの記述が示 されていた。 また「突然死 を考 える時 に1人

暮 らしなので」「死んだ時の後始末をして もらう人が決定 していない。「死はいつ来るかわか らな

い、その時どんな死 になるか不安」など現実的な死後の準備 と不安を内容 とするものや「死はその

人が どのように生 きたか、を証明されるときである。生老病死を今 どの位置付 けかを考えながら

自己の役割を全 うしたい と思います。」は詳細 に哲学的 と思えるほど整然 と死について捉えてい

る。生きることについて と同様 に次世代への提言 となるようなものも示され、人生の重厚な経験

表14「 死についてどのように考えますかJに ついての自由記述内容(カ テゴリー分類)

高齢者(65歳 以上)の 記述内容

1.特 に考 えてい ない
・死生命 あ り ・自然 のこ とだか ら不安 なんて全 くない。 ・家族 に迷惑 をか けない様 に出来れば良い ・な りゆ きと思 う。

2.や や不安
・未知の世界 だか ら、 自分 が どんな形で しに向か うの かわか らない。思 いと現実 は異 なる と思 うので。
・どの様 な最期 を迎 えるのかについて不安 ・死 を意識 した時それ を受 け入 れられるか不 安です。

・体力の低下が進 むこ とと主入や身内の不幸 に対処(精 神 的 にも)し ていけるか どうか…

・ボケが心配 ・子供 たち をサポー トで きな くなるので ・どうしようと考 えています ・死の準備が まだ出来てい ない

・死は仕方 ないが準備 が出来てい ない ので不安。 ・突 然死 を考 える時 に1人 暮 らしなので

・痛み に耐 えなが ら死 ぬのはいやだ けれど、 あとはす でに組み込 まれた ものだか ら、押 し入れの片付 けが済 めば心残 りはな

い、命 を一生懸命生 きてい る。 ・あま り苦 しまないで死 を迎 えたい
・死 んだ時の後始末 を して もらう人が まだ決定 してい ない。(ほ ぼ決ってい ても書類 に してい ないので早 くしたい と思 って

い る)・ 私 は娘 が1人 です ので迷惑をかけた くあ りませ ん。
・独 り暮 らしなので、急 に具合が悪 くなった時。電話 もか けられな くなった時。 ・よくわか らない ・病気 になった時

3.不 安
・自分 の存 在が無にな ること ・大 きな病気 を したので体力 的に不 安がある。

・まだまだ死を受け入れ られない 自分 ・死はいつ来 るか わか らない、その時 どんな死 になるか不安

・あま り苦 しむ ことの ないよ うに、家族に迷惑をかけ ない ように

4.そ の他
・自然体 で迎え ようと思 います。直腸ガ ンで昨年10月 に手術、今元気 ですが、あ と何 年生 きられるで しょうか。

・生 まれた時の事 は憶 えていないので死ぬ ときもそ うなのかな と思 う。

・のこる家庭 に迷惑 をかけない ようにしてい きたい ・楽 に苦 しまず死ね ばそれで よ し。

・生命 は永遠であ るか ら来世 はすば らしい幸福な ところへ生 まれて きます。(現 世を正 しく生 きてい た事が一番大事 です。

・寿命 がつ きた ら静 かに天国 に行 きます。 ・亡戦友 を思 う と書け ませ ん

・死 は必ず訪れ るものであ り、それ に従わ ざるをえない ものであ る ・死 は自分 にとって無 である

・死 はその人が どのように生 きたか、 を証明 され ると きである。
・生老病死 の四苦 を今 どの位 置付 けか を考 えなが ら自己の役 割 を全 う したい と思 います 。 ・人生の終 り。
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を積んだ高齢者ならではの具体的記述例が多数認め られた。

(死に対しての自由記述スペースは10字程度に制限したものであったが、少数例の回答からは非常に貴重で詳

細な記述が得られた。また記述例が少数であった理由は、以前の報告で泉が考察したように日本においては

昔から「死」について論ずることはタブーと考えている人が多く、高齢者の中には死を論ずることを避ける昔

ながらの意識があることによるものかと考えられる。)

7.身 体的 ・精神的老化について

厂身体的に衰えたと感 じるところがあ りますか」 ・ 「精神的に衰えたと感 じるところがありま

すか」 とい う質問と「職業経験の有無 との関係」

身体的衰えは「目」が多 く、精神的衰えは「記憶力」が最 も多いという結果が認め られた。理解力、

創造力、判断力は記憶力に次いで加齢 と共に衰えるが、"人 間愛の気持ち"の ように基本的な人

問の心 に結びつ くものについては、あまり衰えの変化 は見 られない とい う結果も示された。

また身体的 ・精神的老化(衰 え)と 職業経験の有無 についてみる と身体的衰えのうち、職業経

験 ありの人は目の衰えを訴える人が多 く、職業経験なしの人は歯、目、腰の痛みの順に多かった。

精神的衰えのうち、職業経験の有無に関らず記憶力の衰 えが圧倒的に高率 を示 し、次いで理解力、

思考力、創造力であった。また職業経験あ りの人は理解力が高率 を示 し、人間愛においても少数

例ではあるが同様であった。その他 は全体的に類似 した傾向を示 した。

8、 生活の満足度について

(1)「今の生活 について満足ですか。」(2)厂 家族 との生活 について満足ですか」(3)「 友人との

生活について満足ですか」(4)「 自分 自身の生活 について満足ですか」(5)「 あなたは孤独感を感

じることがありますか」とい う質問についての結果は(1)～(4)は(1.不 満、2.やや不満、3.ど

ちらともいえない、4.ほぼ満足、5満 足)の5段 階選択 とし、(5)は(1.あ る、2.時々ある、3.あ

ま りない、4.まったくない)に ついての選択肢 による。

生活の満足度(1)～(4)に ついては全体的にほぼ満足が最 も高率を示 し、ほぼ満足 と満足 と

を合わせると圧倒的多数が満足 していることが示された。高齢者においては「今の生活」について

は70%と 最 も高 く、「家族 との生活」・「自分 自身の生活」が同率の66%、 「友人 との生活」は57%

であった。 また"満 足"の みの数値が最 も高いのは、高齢者における厂家族 との生活」の29%で

ある。

つぎに「孤独感」については、「3.あまりない」が43%で 最 も高率を示 した。3 .あま りない、4.ま

った くない を合わせて厂ない」とし、「ある ・時々ある」 を「ある」とす ると、「孤独感 を感 じる と

きがない」は56%と なり「孤独感を感 じるときがある」の2倍 となる。即ち高齢者の主観的な生活

の満足度 は今の生活 ・家族 ・友人 ・自分自身の生活において高 く、また孤独感については低い と

い う良好 な状況を示す ものであった。 しか しこれらの結果 をみると不満の理由や孤独感の記述例

の中には厂伴侶 との死別よる孤独感 ・一人暮らしによるもの ・老化 による身体的不自由による も

の」など深刻で見落 とせない実際例 も少な くなかった。

【備考】中高年者 と高齢者の大 きな違い ・講座参加者 とデイサービス参加者の違い

『人生で最 も楽 しかったこと』については、高齢者においては「夫婦関係」厂旅行」に関する記述

が中高年者の倍であったが、「子育て」「仕事」については中高年者が大 きく上回っていた。『人生

で最 も悲 『哀)し かったこと』については、高齢者は「配偶者 との死別」が多 く、中高年者は「両

親との死別」が多 く示 された。また、「戦争 ・社会問題」については高齢者にのみ認め られた。『生
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きること』については高齢者が 「人生 に希望 ・目標 をもつ」「現状 に満足 ・感謝」が多いのに対 し

て、中高年者は「今 を大切に自然 にまかせる」が多 く示 された。『死』については高齢者の方が「特

に考えていない」と「無記入」がやや多かったが、自由記述に示 された死生観については高齢者が

より具体的で重厚 な記述内容であった。

身体的衰えは両者において「目」が最 も高率 を示 し、高齢者は「手足の動作 ・歩行 ・腰の痛み ・

歯 ・足の痛み」が順 じた。中高年者は「歯」「耳」が順 じ他は低率 を示 した。精神的衰えは両者 に

おいて圧倒的に記憶力の衰えが多 く、他は同 じ傾向 を示 した。生活の満足度 については今の生

活 ・家族 ・友人 ・自分 自身において高齢者の方が「満足」を選択 した人が多かった。また講座参加

者 とデイサービス参加者の違いは、健常者 と何 らかの軽い身体の障害を持っている者の集団であ

るための違いと思われる。(知 的障害者 は含 まれていない)特 に老化 についての自由記述におい

て明 らかであ り、「興味が無 くなった ・億劫 になる ・何 もや りたくない ・病気 にかか りやす くな

った ・疲れやすい ・歩行や足 もと等の身体的不具合」など身心の衰えに関す るものや駅の階段や

段差の改善など日常生活の不便 さを訴えるものなどが記述 されてお り、物事 をネガティブに捉え

ざるを得 ない という現実に直面 している記述者 自身の問題が示されていたことである。

皿一【2】まとめ

1)「 これまでの人生で最 も楽 しかったこと」の自由記述からは夫婦関係 ・子や孫の誕生 ・家族

関係 ・旅行 ・社会活動 といった様々の人生の生活場面や日常の生活事象 において平均的にバラン

スよくみとめ られた。"楽 しかった"感 情は、その具体的記述例からすべて喜び、嬉 しい、楽 し

いといったプラス感情(ポ ジティブ感情)に 結びつ くものであり、精神的な健康維持 をする上で

非常 に重要な役割を果たすものとして見逃せない。 また前回報告で述べたように"楽 しかった経

験や楽 しいと思うポジティブな感情"は 「よく生 きる」 ことの実践に欠かせないエネルギー源 と

なるものであ り、今回の回答者(高 齢者)に おいても前回と同様に種々の生活場面でプラス感 情

を経験 し、積極的に 「よく生 き」「精神的な健康維持」 を図 りなが ら人生を送 っていることがう

かがえる。

2)「 これまでの人生で最 も悲(哀)し かったこと」の自由記述では死別による悲 しみの記述例

が大半であ り、なかでも「両親 との死別」、「配偶者 との死別」が高率を示 した。とくに印象的な記

述例 としては両親や配偶者を失 った深刻で深い悲 しみによるものや、少数例ではあるが戦争体験

によるものなど見逃せない悲 しみの事実である。ここでの自由記述か らは、家族の核 となる両親

や夫婦 といった深い絆 と愛情で結ばれている関係であるほど失った時の悲 しみは深 く大きい もの

であるという実際例が示 された。これは鈴木他報告9)1°)の「得 る⇔失 う」説 と同様である。前述の
"楽 しか

ったこと"の プラス感情"悲 しかったこと ・悲 しみ"は マイナス感晴である。精神的健

康維持 においては大 きな負担 とならないよう自他両面からのス トレスのコン トロールをしなが ら

受容 し、上手 に付 きあって行 く工夫が必要であると思われる。

3)「現在楽 しい と思 っていること」の記述では 【趣味】【健康】【家族】【文化活動】【旅行】 に

関わる日常の生活活動 ・生活事象が示された。趣味や文化活動では、謡 曲 ・水墨画 ・能楽鑑賞か

ら気功 ・太極拳 と幅広 く、高齢者志向の落ち着いた伝統的なもの、最近の傾向を示す ものとなっ

ている。 とくに家族関係 においては孫 との生活についての記述が多 く見 られた。これ らの具体例

はいずれも積極的に生涯"よ く生きる"た め、精神的な健康 を維持 して行 くためにも大切なもの

である。豊かな老後 をよく生 きるための手段や方法 として、積極的に社会活動 に参加することや
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楽 しい趣味 を持つことは大切であるといわれてお り、それ らの研究 も近年数多 く発表3)～7)され

ている。そ してそれらか ら得 られる楽 しい感情は前回報告2)で 述べた通 りプラス感情の源 に結

びつ くので大切であるといえよう。

4)「 現在悲(哀)し い と思っていること」 の記述では、最 も高率を示 したのは 【社会問題】に

関るもので、次いで 【老化現象】【死別】【家族】【病気】の順であった。社会問題の記述例は「児

童虐待 ・反社会的犯罪の増加 ・振込め詐欺 ・尊族殺人 ・靖国問題」や「戦争(イ ラク、 レバ ノン、

北朝鮮)・ 拉致 ・子 どもの餓 え」など国内外の多様 な出来事についての問題意識の高 さが顕著で

ある。 しか しその一方では体力の衰え ・記憶力の衰えなどの老化現象についての現実的な記述 も

多数例示され、国内外の社会事象や社会問題 に高い問題意識を持ちながら、体力の衰え ・記憶力

の衰えなどの老化現象 による健康不安や老後の不安 ・世間や若人 との違和感 ・摩擦 ・孤独感 ・疎

外感 ・経済的不安など精神的 ・体力的 ・経済的といった日常の生活不安も抱えているといった実

際の具体的な姿が明 らかとなった。

5)「 生きることについての自由記述では 【人生に希望 ・目標をもつ】関連が最 も多 く、ついで

【現状に満足 ・感謝】関連、【生 きることは大変だ】関連であった。記述内容は希望 と目標 を持 っ

て人 との出会いも大切にし、生涯努力 し続けている理想的な姿勢が うかがえるものが多数示 され

てお り、具体的で、人生の年輪を重ねた高齢者ゆえの重みのある貴重な記述である。さらに次の

世代への提言 として も注視すべ きものが多かった。まさに"精 神的健康維持"を 図 りなが ら"よ

く生 きる"人 生 を実践 している実際例である。

6)「死 に対 しての自由記述では「特に考えていない」が最 も高率であるが、「やや不安」「不安」を

不安 とする と同じ割合 となった。記述内容は死の受容についての戸惑いである死そのものへの不

安 ・現実的な死後の準備 と不安 に関わるもの、死について整然 と哲学的に捉えているものなど、

生きることについてと同様に次世代への提言 となるようなものも示され、人生の重厚な経験 を積

んだ高齢者ならではの重厚な具体的記述例が多数認められた。

7)老 化 について

身体的 ・精神的衰 えについては目についての選択が高率を示 し、次いで「手足の動作 ・歩行 ・

腰の痛み ・歯 ・足の痛み」が順 じた。腰の痛み、足の痛み、手足の動作、歩行等を選択 した者が

多かった。精神的衰えについては記憶力の衰えが最 も高率を示 した。ついで思考力、理解力、創

造力、判断力の順であった。人間愛の気持ちは少数例であった。身体的衰えは目が多 く、精神的

衰えは記憶力が最 も多い という結果が認められた。記憶力、理解力、創造力、判断力は加齢 と共

に衰えるが、"人 間愛の気持ち"の ように基本的な人間の心に関るものについては、あま り衰え

の変化 は見 られないという結果 も示 された。

身体的 ・精神的衰えと職業経験の有無については身体的衰えのうち、職業経験あ りの人は目の

衰えを訴える人が多 く、精神的衰えでは職業経験の有無 に関 らず記憶力の衰えが圧倒的に多い と

い う傾向がみられた。その他は全体的に類似 した傾向を示 した。

8)生 活の満足度 については今の生活 ・家族 ・友人 ・自分 自身の生活のすべてにおいて全体的

に「ほぼ満足」が最 も高率 を示 し、ほぼ満足 と満足 とを合わせると圧倒的多数が満足 していること

が示 された。中で も「今の生活」について「満足」と答 えた人が70%と 最 も高率であった。高齢者

の主観的な生活の満足度は(今 の生活 ・家族 ・友人 ・自分 自身の生活 において)高 く、一方孤独

感については低いという良好な状況 を示す ものであった。 しか しこれらの結果は少数例ながら不

満の理由や孤独感の記述例の中には「伴侶 との死別 よる孤独感 ・一人暮 らしによるもの ・老化 に
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よる身体的不 自由によるもの」など深刻で見落とせない実際例 も見 られた。

おわ りに

今回は"身 体的健康維持"に 関するものと"精 神的健康維持"に 関するものの両面から高齢者

の生活実態 ・生活意識について考察 を進めて きた。"身 心両面の健康維持"は 高齢者が豊かな老

後を過 ごすための日常生活の基本となるものである。

ここで得 られた日常の食生活実態(食 生活に関する結果)と 生活の満足度 ・老いの捉え方 ・死

生観 ・哀楽の受容 に関す る自由記述の多 くは身体的 ・精神的健康維持 に深 く関わる内容であ り、

具体的な実際例 として大変貴重なものであった。またそれらの結果や記述からは日常抱えている

多 くの問題や要望がうかがえ、高齢者の生活意識や生活実態を把握するうえでも注視すべ きもの

であった。

超高齢化時代 を目前に控えて、高齢者 に関する多方面からの膨大な研究や多種多様の著書")～'5)

が出されている。何れも高齢者に対 しての理解、人生の進み方等示唆に富むものが多い。一例 と

して人生の先駆者である日野原の持論は多 くの人が共感で きるものとして大切である。『高齢者

の豊かな老いを求めるには 「生涯よく生 きる」 ことであり、自分 自身が 「老いを育てる」 ことを

心掛 けることが大切であるとしている'2)'5)。即ち愛 ・創める ・耐えるの3つ は今回調査において

もまさに高齢者による記述から得た現実の実際例がそれらを裏付 けるものであった。

最後に自由記述の中から生きることについての次世代への提言 となるような印象的な記述例を

紹介 して結びとする。【「自分の夢や目標 に向かって、努力を続けること。また人 との出会いの喜

び、イ可かをこの世の中に残す こと」 ・「生 も死 も本来自ら選択のできないもの。従 って生 きてい

る間はそれに"ベ ス トをつ くして生 きる"こ とに全力投球すること」・「毎日を自分な りに努力 し、

充分に生 きること。何事 にも挑戦する力 を失わないこと」】その他含蓄のある提言が多 くみ られ

たが、要は"よ りよく生きる"た めに努力す ることが大切であると考える。
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